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ま
え
が
き

第
一
章
　
伝
承
を
持
続
さ
せ
る
も
の
と
は
何
か

―

比
婆
荒
神
神
楽
の
場
合

第
二
章
　
神
楽
の
中
の
巫
者

第
三
章
　
大
元
神
楽
の
変
容

第
四
章
　
湯
立
神
楽
の
意
味
と
機
能

―

遠
山
霜
月
祭
の
考
察

第
五
章
　
神
楽
の
近
代―

大
乗
神
楽
の
事
例
か
ら

第
六
章
　
目
連
の
系
譜―

死
者
供
養
の
神
楽

第
七
章
　「
民
俗
藝
術
」の
発
見

―

小
寺
融
吉
の
学
問
と
そ
の
意
義

第
八
章
　
神
楽
研
究
の
再
構
築
へ
向
け
て
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文
献
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版
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ト

あ
と
が
き

鈴
木
正
崇
著

す
ず    

き   

ま
さ  
た
か

鈴
木
正
崇（
す
ず
き
　
ま
さ
た
か
）

一
九
四
九
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
。
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
。
前
日
本
山
岳
修

験
学
会
会
長
。

主
な
著
書
に
、『
中
国
南
部
少
数
民
族
誌
』（
三
和
書
房
、
一
九
八
五
年
）、

『
山
と
神
と
人
』（
淡
交
社
、
一
九
九
一
年
）、『
ス
リ
ラ
ン
カ
の
宗
教
と
社

会
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）、『
神
と
仏
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
一
年
）、『
女
人
禁
制
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、『
祭
祀
と
空
間

の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
春
秋
社
、二
〇
〇
四
年
）、『
ミ
ャ
オ
族
の
歴
史
と
文

化
の
動
態
』（
風
響
社
、
二
〇
一
二
年
）、『
山
岳
信
仰
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
五
年
）、『
東
ア
ジ
ア
の
民
族
と
文
化
の
変
貌
』（
風
響
社
、二
〇
一

七
年
）、『
熊
野
と
神
楽
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
八
年
）、『
女
人
禁
制
の
人
類

学
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
）、『
日
本
の
山
の
精
神
史
』（
青
土
社
、
二
〇

二
四
年
）、『
山
岳
信
仰
と
修
験
道
』（
春
秋
社
、二
〇
二
五
年
）。

受
賞
歴
と
し
て
、一
九
九
七
年
に
義
塾
賞
、二
〇
一
四
年
に
第
一
一
回
木

村
重
信
民
族
藝
術
学
会
賞
、
二
〇
一
六
年
に
第
一
八
回
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞（
日
本
山
岳
会
）を
受
賞
。

◆
著
者
略
歴

神
楽
の
文
化
史

変
容
と
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
神
楽
。

民
俗
学
・
宗
教
学
・
芸
能
史
・
演
劇
史
と
い
う
学
問

的
枠
組
み
を
超
え
て
、神
楽
と
は
何
だ
っ
た
の
か

を
問
い
、未
来
を
切
り
開
く
道
筋
を
見
出
し
た
い
。

神
楽
や
そ
の
他
の
伝
統
芸
能
の
継
承
に
携
わ
る
全

て
の
人
に
送
る
。
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